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　特定行為における看護師の研修制度は、今後

の超高齢化社会に鑑み“個別に熟練した看護師

のみでは不足し、手順書に沿って医師の到着を

待たずに一定の診療の補助行為を行う

看護師を養成し確保していく必要がある“とい

う背景の下、2015年10月より施行された。創傷

管理領域は、日本看護協会が認定する皮膚・排

泄ケア認定看護師が、褥瘡の治癒期間の短縮な

どデータをもとに数値化し褥瘡ハイリスク患者

ケア加算等の成果を挙げてきた経緯から、さら

に上乗せの特定行為研修を受けることで専門性

の基盤に高度な実践能力を発揮することが期待

されている。

演者の活動フィールドは主に重症虚血肢を診る

血管外科を対象として創傷管理における特定行

為を実践している。2011年厚生労働省調査で

は、糖尿病患者数が約270万人、予備軍を含め

ると2200万人である。現在透析導入の第１位は

糖尿病で、糖尿病性腎症からの血管石灰化は動

脈閉塞の要因である。当院の特徴として他院で

切断を宣告された患者が救肢を求めて来院する

ケースが多く、入院時点で重篤な重症下肢虚血

に陥り広範組織欠損を生じているケースも多

い。

　大学病院の役割は高度先進的な治療を実施す

ることにある。医師のゴールが治癒にあるのに

対し、看護師の見据えるゴールはその人にとっ

て最善の日常生活を取り戻すことにある。必ず

しも治癒と一致しないゴールをどこに設定する

のか、先進的治療での経過の中で生活を見据え

て目標到達に至るには、多職種が関わることが

必須となる。自律歩行を取り戻すためのリハビ

リテーションと装具作成、栄養管理、医師、

MSW、さらには維持透析を担う地域の開業医と

スタッフ、ケアマネージャー等がともに患者に

寄り添い、住み慣れた地域に帰るために、患者

の24時間の生活を看て何が必要かを見極める力

を持つ看護師が多職種の調整を担うことが求め

られると考える。そのために必要なことは、看

護師は自身の実践する看護を明確に言語化し、

多職種に伝える力が求められる。

　特定行為として壊死組織のデブリードマン及

び陰圧閉鎖療法の実践で、その都度の医師の指

示を待たずに主体的に創傷管理に関わることが

患者の待ち時間を減少させ、タイムリーに必要

な処置を行うことができる。患者にとっても疾

患や治療方針に対する疑問を補足説明し、患者

の反応に耳を傾けながら治療に対するモチベー

ション維持を促す関わりが可能である。特定行

為は治療と日常生活という二つの側面を繋ぐ役

割を持つが、看護師として必要な調整力を発揮

する力も今後さらに求められると考える。

要旨

　高齢化社会を向かえる現代において、高度先

進医療を担う大学病院での看護師特定行為の実

践について述べる。大学病院の先進的治療での

経過の中で、住み慣れた地域に帰るためには多

職種の関わりが必須であり、患者の24時間の生

活を看て何が必要かを見極める力を持つ看護師

が多職種の調整を担うことが求められると考え

る。そのためには看護師は自身の実践する看護

を明確に言語化し、多職種に伝える力が求めら

れる。

　特定行為の実践で、地域につなげるための多

職種との関わりの中で治療と生活の両面から患

者の全体を捉えることができ、看護師として必

要な調整力を発揮する力も今後さらに求められ

ると考える。
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